
 

 

 

 

次世代防災情報検索システムの開発 

 

 

松浦秀起・辰己賢一・吉田義則・和田博夫 
 

要 旨 

防災研究所での研究成果は，防災研究所の刊行物，研究集会や学会において，一般社会

に発信されてはいるものの，研究成果の登録や発信が効率よく行われるよう，統合的に整

備されている環境であるとは言い難い。つまり，研究成果が集約・整備された形で登録・

配信されることは，研究者間との情報共有や防災教育，調査・研究を進めることは重要な

ことであると考えられる。本稿では，研究者自身が簡単に研究成果物を登録することがで

き，かつ登録後，様々な配信・検索手法を用いてユーザが求める情報を適切に効率よく利

用できる環境を構築するため，次世代に向けた防災情報検索システムについて提案する。 
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1. はじめに 

 

京都大学防災研究所は創立以来，日本における自

然災害研究の中心的役割を担うと共に，災害科学研

究者による研究ネットワーク形成を主導してきた。

そして，研究の一環として年報を始め，論文やハザ

ードマップなどの印刷物と実験・観測・調査など記

録（記録紙，映像を含む）等が，防災研究基礎資料

として蓄積されてきた。このような膨大な資料を一

般に公開し，分かり易い形で提供することは，防災

学研究を推進させ，防災資料の利用者にとって生き

た防災情報源として付加価値を高めることになると

考えられる。 

平成14年度に21世紀COE 研究分担課題「防災研究

所で蓄積された印刷物や映像情報の電子ファイル化

とホームページで高速検索可能なシステムの構築」

を技術室が担当することになった。これは，防災研

究所が有している防災資料を利用者にとって，より

わかりやすい形で提供するシステムの構築を目的と

しており，技術室は，これまで５年間取り組んでき

た。その集大成として，防災研究所の防災情報を検

索し，発信する新しいシステム開発の試作を行い，

現在も稼働中である。 

しかしながら，現在のところ，研究所の研究成果

が，誰でも簡単に閲覧，利用できる環境になってい

るとはいえないことが多く，データベースなどで研

究成果情報を整備した形での情報発信や，研究者か

らの研究成果の情報を統合的に蓄積していくといっ

たシステムは確立されていない。また，研究成果が

分かりやすく整備された形で適切に登録・配信され

ることは，研究者自身にとっても，研究者間との情

報共有や防災教育，調査・研究を進めることは重要

であると考えられる。 

本発表では，研究者自身の手によって，研究成果

の情報を簡単に登録することができ，登録後，誰も

が様々な検索方法で，求める情報を簡単に検索し利

用できたり，分かりやすい形で閲覧できたりするよ

うな，次世代に向けた防災情報検索システム案につ

いて検討する。 

 

2．研究成果メタデータデータベースの必要性 

 

研究者の情報発信業務の負担軽減と地域への防災

情報発信の促進との両立を可能にするためのサイト

構築を考えると，研究者自身がいつでも簡単に自動

登録できる防災情報検索システムであり，一度の登

録だけで，他の大型データベースにも任意登録でき

るようなシステム作りが必要である。ここで連携を

試行している実在する大型データベースとしては，

現在，Nii が推進している，学術情報リポジトリデ

ータベースを対象としている。このデータベースは，

世界の論文データベースと共有機能を持っており，

このデータベースへの登録を同時に行うことを可能

にすれば，研究者の研究成果物の引用率の増加だけ

でなく，防災研究，一般社会への貢献が見込まれる

ことが予想される。 
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しかしながら，研究成果の保存形式は，論文，写

真，プログラム，動画，実験データと多種多様であ

り，研究成果そのもの，つまりコンテンツも含めて

学術情報リポジトリデータベースへの登録が可能で

あると判明しているものは全体の成果量の割合から

みればかなり少ない。そこで本システムは，研究成

果そのものＷｅｂ上で閲覧できるようにするのでは

なく，研究成果の概要などを含めたメタデータをデ

ータベースに登録し，「メタデータ」をＷｅｂ上で

閲覧できるようにすることを考えた。なおメタデー

タ内には，コンテンツがＷｅｂ上で閲覧できるデー

タに関しては，その情報へのリンクなどを含めて，

メタデータ情報からコンテンツ情報へリンクできる

ようにしている。これにより，データベースに登録

されたメタデータ自体が，Web上からの要求と研究成

果との仲立ちを行うことができる。その結果，Web

上に内容そのものを掲載することができない研究成

果なども，Web上に概要や存在情報，関係する研究者

へのアクセス情報などを掲載しておくことが可能と

なる。 

Fig.1は，防災情報検索システムの位置づけを示し

た図である。この図の中での「整理された情報の交

換」の部分が，防災情報検索システムの担う部分と

なっている。具体的には，以下のような，ニーズを

満たすような検索システムを目標としている。 

 

「ユーザのニーズ」 

（1）必要とする情報・データを少ない時間・労力で

検索・入手したい。 

（2）データそのものや，その内容を容易に理解でき

利用したい。 

（3）単一のメディアに依存せずに様々な情報を検索

したい。 

（4）国際標準に準拠等統一したフォーマットで活用

したい。 

（5）公開・配布されている防災情報を通じて，研究

所と社会との連携・コミュニティの場を持ちたい。 

 

本研究が提案しているシステムの構築においては，

平成14年度の21COE分担研究課題「防災研究所で蓄積

された印刷物や映像情報の電子ファイル化とホーム

ページで高速検索可能なシステムの構築」にて試作

構築されたシステムを母体としている。そのため，

このシステムは防災研究所の研究成果として重要な

位置を占めている年報を電子ファイル化する手順と，

その内容を簡便にホームページ上で公開したり，高

速検索したりすることは可能であるが，年報以外の

様々な研究成果物の登録や整理，運用効率を十分に

考えて構築されているとは言い難い。 

 つまり，このようなニーズに答えられたとしても，

防災研究所の研究成果を登録・発信し続けることが

可能なデータベースとしては不十分と考える。なぜ

なら，データベースへ登録の簡便性と，登録後の情

報の運用効率性を上げなければ，持続的にこのデー

タベースが成長していくことは運用面において難し

いからである。ここでいう「簡便さ」とは，研究者

 
Fig.1  Location of information retrieval system for disaster prevention 
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個人が登録する際の負担を減らすことや，他の入力

作業との重複を減らすことが挙げられるが，それに

はまず，登録後のメリットや，登録を受け入れる箱

であるデータベース構造などにおいて，将来のこと

を考慮した仕組みを形成している必要があると考え

られる。 

 

3．次世代防災情報検索システムの概要 

 

従来の防災情報検索システムでの検索機能は，テ

キスト検索ができるに留まっており，時間的，空間

的な絞込み検索まではできない状態である。本研究

では，試作された旧防災情報検索システムの良い部

分を残しつつ，運用性やよりよい検索手法を改善・

考慮したものを提案し，2.で示したユーザのニーズ

を満たすために，どのような要件が必要なのかを考

えていく。 

まず（1），（2），（3）に対しては，防災情報に

関する研究成果が検索しやすい形で整理されて，分

かりやすい形で配信されている必要があり，なおか

つその情報が高速に検索できなくてはいけない。そ

の情報源として，存在情報やコンテンツ情報へのリ

ンクが集積・統合されている旧防災情報検索システ

ムのメタデータデータベースを使用しているが，こ

れは書誌データのメタデータに近いため，詳細な時

間の絞り込み検索や空間検索に向いている形ではな

い。 

そこで，次世代防災情報検索システムでは，時間

の情報と空間の情報を加え，さらに研究者自身がメ

タデータを登録することを見越してのシステム構築

を目指している。メタデータのデータの種類として

新たに加える時間・空間情報は，以下のとおりであ

る。 

① 防災情報に関する時間情報の種類 

・データベースに最初に登録された時間（自動付与） 

・データベース情報が更新された時間（自動付与） 

・防災情報が作成された時間（ファイル情報） 

・防災情報に関連する時間（手動入力，任意） 

②防災情報に関する空間情報の種類 

・防災情報が作成された空間一点（緯度，経度，高

さ，方位） 

・上記の名称と住所（日本語・英語） 

・防災情報が影響を及ぼす，もしくは関連の深い空

間（緯度，経度，高さ，方位，範囲） 

・上記の名称と住所（日本語・英語） 

 

①での防災情報に関連する時間とは，調査期間やイ

ベントの開催期間，実験期間などである。ただし関

連する災害の期間に関しては，ここには記録せず，

関連する災害情報などと一緒に別テーブルで保管さ

れ，その中で定義される。②での防災情報が影響を

及ぼすもしくは関連の深い空間とは，災害調査範囲

や被害範囲，イベント実施場所などであり，主に緯

度・経度の情報（世界測地系）で保存される。範囲

は，「点」，「線」，「円」，「多角形」の四つで

指定でき，範囲の種類によって空間の保存の仕方が

異なるように保存される。 

他のニーズに関しての対応の補足として，（2）の

ニーズを満たすために，防災研究所のリソースだけ

では，一般には理解不足が生じる可能性もある。そ

のため，他のデータベースとの連携や辞書検索など

を活用したシステム作りも必要であり，シソーラス

やオントロジーを意識した作りに改良できるよう，

システム上での防災用語の統一を進めることが必要

である。（4）については，ダブリンコアは国際標準

なので，これに準拠したものを作成するが，前述の

時間と空間情報を加えた防災に特化した付随情報を

加えている。最後の（5）については，防災情報検索

システムが他のデータベースや防災研究所の職員と

も連携がとれるようにすることが第一歩の方法であ

ると考えている。つまり，防災情報検索システムを

通じて幅広く情報が取得できるようになれば，防災

研究そのもの社会への理解度や研究に不可欠である

研究者間や社会との協力体制が容易になる手助けと

なるからである。連携の対象となるデータベースの

例としては，現在稼働中の防災研究所職員総覧や情

報学術リポジトリ，京都大学研究者総覧データベー

スなどが挙げられる。以上のようなことに留意した

防災情報検索・発信を行うシステム構築ができれば，

防災研究のサポートや地域への防災情報発信の促進

に役立つと考えている。 

 

4．次世代防災情報検索システムの検索機能 

 

4.1 キーワードの検索機能の強化 

現在のキーワード検索機能は，ユーザがキーワー

ドを入力して，検索結果を絞り込むという方法がほ

とんどであるが，この手法ではキーワード自体を思

いつくことが難しい場合がある。そこで，ユーザが

あまりキーワードを考えることなくキーワードを入

力できるように，防災に関連するキーワード約2000 

個をデータベース化し，キーワードをクリックする

だけで検索できたり，防災情報に複数のNDC を割り

振ることによって，防災情報を主題に沿った形で絞

り込み検索することができたり，図書から防災情報

を検索することができる機能を考えている。また情

報検索後，メタ情報閲覧時にその情報に関連が深い

メタ情報を自動的に提供することができるクロスメ
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ディア検索機能も追加予定である。 

 

4.2 選択性重み付け検索機能 

YahooやGoogleでのサイト検索機能としては通常機能

としてユーザが入力したキーワードが登録されているサイ

トでどのような重みを持っているかを自動判定する機能

（以下，重み付け機能とする）をもっている。これは例え

ば，キーワードがサイト内のタイトルに含まれているか本

文に含まれているかでその重要度を相対的に変化させ

たり，キーワードが何個含まれているかで多く含まれてい

るものの重要度を上げたりする機能である。ただし，有名

なサイト検索のこの機能に関する情報はほとんどがブラッ

クボックスであり検索サイト毎にその重み付けの内容が異

なり，統一した基準があるわけではない。また，主にサイト

検索を主に置いているため，HTML以外の重み付けに

は向いておらず，データベース内を検索して防災に特化

したルールで重み付けをするといった機能はない。つま

り，防災情報だけに特化した検索や，ユーザがキーワー

ドで重要視する重みを任意にして検索できるわけではな

い。本研究では，防災に特化した重み付け検索ができた

り，研究者の意見を取り入れた重み付けや，ユーザ側が

キーワードに対して重み付けの度合いを任意で指定して

検索できたりする機能を提案する。具体的には以下の三

点の機能である。 

① キーワードが持つ重要性をポイント化し，主となる重

み付け検索アルゴリズム（例えば，出現比率やSEO

を基としてものなど）を多数用意し，ユーザの選択に

よって上位に表示される記事内容が変化する 

② ユーザが特定のキーワードごとに重みレベルを低～

高までの3段階で指定できる 

③ ユーザがシソーラス・関連検索機能を追加で選ぶこ

とができ，ユーザが入力したキーワードと同じ意味を

持つキーワードや関連するキーワードまで重要性の

ポイントに加算する 

4.3 時間検索機能 

防災研究所が研究対象としている防災情報は，関

連する時間の種類が多種にわたる。例えば，主な時

間の種類として，関連する特定の突発災害の発生期

間，その災害の調査期間，調査結果を公表した日時

などがある。これらは3で示したようにそれぞれ違う

意味の時間情報としてデータベースで格納される。

本研究では，ユーザがどの時間情報で検索の絞込み

を行うかを選択できるようになる選択性時間検索機

能を考えている。また，時間検索は全く違う時間を

それぞれに絞り込むようにでき，視覚的にわかりや

すいように，Fig.2のように時間種別ごとに絞り込み

検索を行うようにする予定である。 

 

Fig.2  Function to limit the search data by 
requested a specific time 

 

4.4 空間検索機能 

防災研究所が研究対象としている防災情報の多く

は，災害が起こる場所とその原因究明・対策に関連

しているため，研究過程において取得した実世界の

情報を場所と関連付けて，電子地図上で統合し，分

析することで，調査・研究が行われる場合が多い。

しかし，防災研究所で一般に提供されている年報，

Newsletter などの刊行物や災害現地写真といった

防災に関連した情報の地点情報は，テキストで提供

災害発生 

調査期間 

発行期間 

2007/3/25 2007/6/1 

Fig.3  Function to limit the search data by requested a specific place 
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される場合が多く（例：京都市左京区吉田本町の京

都大学），視覚的に地図で地点が分かりやすく説明

して提供されている場合が少ない。こういった問題

点を解決する手段の１つとして，緯度，経度といっ

た位置情報を防災情報そのものに自動的に付与する

ことで，GoogleMaps などを利用した，視覚的に位置

を分かりやすくして防災情報を提供することが可能

である。現時点での防災情報検索システムでも，テ

キスト検索⇒GoogleMaps上にマーキングといったこ

とはできる。ここで提案する空間検索機能とは，逆

にGoogleMaps上で検索範囲を空間的に絞りこんで，

現時点でGoogleMaps上で表示されている地図の範囲

内にある防災情報をテキストでリスト化するという

検索手法である（Fig.3 参照）。 

 

5.次世代防災情報検索システムの運用 

 

以上のように検索システムの概要について述べた

が，実際の運用にはメタデータの入出力を管理する

コストが必要である。つまり，このメタデータの入

出力を手動でやっていく場合は，人的にも時間的に

もコストが高い。本システムでは，防災研究所のホ

ームページでの情報掲載と同時に学術情報リポジト

リへの登録を任意で行い，著作者が現職員である場

合は，その職員詳細が閲覧できるようなメタデータ

登録の半自動化システムを考えている。また膨大な

研究成果から適切な情報のみを絞り込むようにする

ため，研究者自身が適切な情報区分を簡単に入力で

きるようにすることを考えている。 

具体的には，Web上での研究成果情報の登録と更新

である。従来は登録と削除を考えていたが，職員総

覧や自己点検などが更新型になることを受けて，次

世代防災情報検索システムも，登録後の更新ができ

るようになれば，もっと研究者が登録に対して前向

きになると考えている。また自己点検や職員総覧に

て登録されている研究成果についても，ある程度ま

で自動登録できるように，うまく連携させれば，ユ

ーザ間の情報共有に加え，世界の防災研究の発達に

寄与すると考えられる。 

 

6. おわりに 

 
防災情報を検索・発信するシステムについて現状

と次世代のシステム開発に向けての改良点などを記

載したが，基盤とするデータベースシステムはまだ

完全とはいえず，時間と人員が足りない新規データ

入力や更新，訂正についての対策の課題は依然とし

て残っている。今後は，研究者が調査，研究報告の

過程でコンテンツが登録できるような仕組みや，登

録時の入力や登録後の資産利用の効率性が高い情報

発信システムの構築を目指していきたいと考えてい

る。このことが，地域社会への防災研究の理解が深

まる手助けとなり，研究者自身の情報発信や教育へ

の相乗効果を生み，防災情報検索システムが将来的

に防災研究の発展と共に災害被害への軽減の手助け

になることを望んでいる。 
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Development of the Next-generation Information Retrieval System for Disaster Prevention 
 
 

Hideki MATSUURA, Kenichi TATSUMI, Yoshinori YOSHIDA and Hiroo WADA 
 

Synopsis 
     At DPRI, many research achievements of disaster prevention research have been stored. However, it is 
hardly adequate that a sufficient number of the research achievements is compiled from the database and 
delivered. Accordingly, it is important that the achievements organized is registered in database and 
delivered. Because the researcher can share the intelligence and information of the disaster prevention well 
by the research achievements. And the research achievements become an important source in advancing the 
disaster prevention education and the investigation and the research. In this paper, we propose the following 
system. The system is that easily it is possible to register the achievements. And user can use it easily, which 
is provided by the researcher, with a variety of retrieval. 
 
Keywords: database, GPS, GoogleMaps, Information Retrieval System for Disaster Prevention 
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